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　1 1月中旬、気温がぐんと下がり、町内各地で色鮮やかな
紅葉が見られました。赤馬場の千光寺では、大きなイチョウが
美しく色づき、境内は落葉で黄金色の絨毯のよう。
秋の里山の景色です。

千光寺のイチョウ　晩秋の黄金色　

https://www.town.minamioguni.lg.jp/pr/


「くまもとグッドプロダクト賞 2025」
受賞報告

第３５回みなみおぐに文化祭

エネルギーと私たちの暮らし

　熊本県産素材を活用して作られた加工食品を対象に、
有識者などが審査を行う「くまもとグッドプロダクト賞
2025」の受賞報告がありました。今年応募があった商品
の中から 10商品が受賞し、大仁産業（株）が製造する「お
いし杉バウム（ソフト）」が受賞されました。
　おいし杉バウム（ソフト）は、町内産の米粉と菊芋を使っ
たグルテンフリーのバウムクーヘンで、もちもち感としっ
とりした食感が特徴です。グッドプロダクト賞に認定され
た商品は、県内外の百貨店等への展示販売会などが実施さ
れます。この度は受賞おめでとうございます。

　11 月３日、第 35 回みなみおぐに文化祭が役場きよらホールにて開催されました。当日は多くの
町民の方にご来場いただき、大盛況の内に終わりました。
ステージ発表では、歌や日本舞踊、バレエ、ダンス、吹奏楽など計８組による発表が行われました。

吹奏楽の演奏による「小国セレナーデ」の全員合唱では、盛り上がりを見せていました。
　展示では、文化協会員による絵・書道や小・中学生による作品などが展示されました。さらに、絵
手紙体験コーナーやまいぶらりークラブによる茶道の披露も実施され、多くの方に文化活動を体験し
ていただきました。

　10 月 23 日、南小国中学校で町の政策顧問を務める
枝廣淳子さんによる「エネルギーと私たちの暮らし」の
講話が行われました。今回の講話は、南小国中学校の全
校生徒と町内 3小学校の 5，6年生を対象に行われまし
た。講話後に児童・生徒から、「天気のいい日は電気を
つけてゲームをするのではなく、外で遊ぼうと思った。」
「地球温暖化の問題を自分事として考え、エアコンの温
度設定や電気の節約など心掛けたい。」と感想を発表し
ました。

火の用心！
防火パレード

高齢者叙勲・旭日単光章を受章
地方自治への貢献を称えて

産業経済功労表彰を受賞
町の商工業発展に尽力

　11 月 12 日、秋空に拍子木と子どもたちの元気な声
が響きました。秋の全国火災予防運動にあわせて実施さ
れた防火パレードでは、市原保育園の園児たちがおそろ
いの法被を身にまとい町内を練り歩きました。
　日に日に寒さが強くなる時期ですので、暖房など火元
の確認を徹底しましょう。

　毛利美勝さん（大字中原）が、地方自治の育成発展に
貢献し、功績顕著な人に贈られる高齢者叙勲（令和７年
９月１日付発令）・旭日単光章を受章され、11 月 10 日
に町長から勲記及び勲章の伝達が行われました。
　毛利さんは、平成 11 年から平成 27 年までの 4 期 16
年にわたり町議会議員を務め、うち 2 期 8 年は議長を
務めるなど、町の産業、経済、教育の向上等多岐にわたっ
て尽力し、地方自治の確立と振興に大きく寄与されまし
た。

　11 月 3 日に行われた南小国町表彰式において、平野昭夫さん（大字満願寺）、穴井千秋さん（大字
赤馬場）、井野正嗣さん（大字赤馬場）が産業経済功労表彰を受賞されました。
　平野さんは 33 年間、穴井さんは 21 年間、井野さんは 18 年間の永きにわたり、南小国町商工会
役員として、商工会の組織強化や各種事業の充実を図り、町内商工業の振興と発展に大きく貢献され
ました。これからもお元気でご活躍されますことを祈念いたします。

▲写真左から平野昭夫さん、穴井千秋さん ▲写真左 井野正嗣さん（ご自宅にて）
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た
く
さ
ん
の
「
収
穫
の
秋
」

　

地
域
の
方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
様
々
な
学
習
・
体
験
を
頑
張
っ
て
い

る
市
原
小
の
児
童
で
す
。

「
一
星
一
輝
」
～
南
中
文
化
の
日

　

十
一
月
九
日（
日
）、「
南
中
文
化
の
日
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
ご
来
賓
の
皆

様
、
保
護
者
の
方
々
に
多
数
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
一
星

一
輝
」。
一
人
一
人
が
自
分
の
個
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
仲
間
と
輝
き
を
放
つ
、
そ

ん
な
思
い
を
込
め
た
テ
ー
マ
の
も
と
、
生

徒
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
学
び
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
生
徒
会
執
行
部

が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
、
温
か
な

拍
手
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。続
い
て「
き

よ
ら
っ
子
の
歌
」
に
合
わ
せ
て
創
作
し
た

「
き
よ
ら
っ
子
ダ
ン
ス
」
を
初
披
露
し
、

個
人
発
表
、
意
見
発
表
、
２
，
３
年
生
は

劇
を
発
表
し
ま
し
た
。
２
年
生
は
修
学
旅

行
の
体
験
を
も
と
に
「
紡
ぐ
命
、
未
来
へ

渡
す
バ
ト
ン
」
と
題
し
、
沖
縄
で
学
ん
だ

平
和
へ
の
願
い
を
力
強
く
伝
え
ま
し
た
。

３
年
生
は
「
私
の
選
択
」
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
将
来
や
生
き
方
を
迫
真
の

演
技
で
表
現
し
、
会
場
に
深
い
感
動
を
届

け
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
美
術
や
習
字
作
品
、
委

員
会
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
成
果
な
ど

が
並
び
、
生
徒
一
人
一
人
の
努
力
と
成
長

が
感
じ
ら
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
は
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
観
客

の
心
を
明
る
く
し
、
会
場
が
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
発
表
に
も
生
徒
た
ち
の
「
一
星
一

輝
」
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
輝
き
、
仲
間
と

と
も
に
成
長
し
て
い
く
南
中
文
化
の
日
。

生
徒
た
ち
の
姿
に
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

発　

見

発　

見

全校児童による芋ほり10月28日（火）
上級生が優しく掘り方を教えてくれ
ました。

４年生　11月4日（火）
木育における「ファブラボ」
見学ではたくさんのことを学
びました。

５年生　11月12日（水）
手作業による脱穀体験！

中北部音楽会11月13日（木）
全校児童参加の素敵な歌声！

６年生　10月31日（金）
南 小 国 町 こ ど も 計 画 策 定 ワ ー ク
ショップで町の将来を考えました。
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草
原
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す

　

先
日
、
中
原
校
区
に
あ
る
押
戸
石
が
最

強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
テ
レ
ビ

番
組
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
中
原
小
学
校

で
は
、
毎
年
、
四
月
に
そ
の
押
戸
石
の
草

原
で
歓
迎
遠
足
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
で
も
紹
介
し
た
、
三
・
四
年
生
の

草
原
学
習
で
、
子
ど
も
た
ち
は
以
下
の
事

を
学
ん
で
い
ま
す
。

・
阿
蘇
の
草
原
は
日
本
一
の
広
さ
を
誇
る

こ
と

・
多
様
な
植
物
の
生
育
環
境
で
あ
る
こ
と

・
九
州
北
部
の
「
水
が
め
」
で
あ
る
こ
と

・
観
光
客
が
訪
れ
る
景
勝
地
で
あ
る
こ
と

・
野
焼
き
な
ど
に
よ
り
広
大
な
阿
蘇
の
草

原
が
、
長
い
間
、
人
の
手
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
き
た
こ
と　

な
ど

　

こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
の
草
原
を
は

じ
め
、
環
境
の
維
持
に
寄
与
す
る
気
持
ち

が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
考
え
る

　

小
国
公
立
病
院
の
糖
尿
病
対
策
チ
ー
ム

の
方
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
五
・
六
年
生

で
、糖
尿
病
予
防
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

糖
尿
病
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
。
ま
た
、

適
切
な
お
や
つ
の
選
び
方
や
食
べ
る
量
、

時
間
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
歯
科
衛
生
士
会
の
方
な
ど
を

講
師
と
し
て
迎
え
た
三
・
四
年
生
の
歯
科

指
導
で
は
、
虫
歯
の
成
り
立
ち
や
適
切
な

お
や
つ
の
取
り
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

み
が
き
残
し
の
少
な
い
歯
の
み
が
き
方

「
一
筆
み
が
き
」
や
フ
ロ
ス
の
使
い
方
の

実
践
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
康
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
の
健
康

上
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自

律
的
な
健
康
生
活
を
身
に
付
け
る
た
め
に

健
康
教
育
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　
  

ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
で
は
、
毎
年
、

「
秋
の
遠
足
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

３
年
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お

り
、
Ａ
年
度
が
「
平
野
台
親
水
公
園
・
恋

人
の
丘
」、
Ｂ
年
度
が
「
小
萩
山
展
望
テ

ラ
ス
」、
Ｃ
年
度
が
「
ア
タ
ッ
ク
・
ザ
・

親
子
久
住
登
山
」
で
す
。

　

本
年
度
は
、Ａ
年
度
で
実
施
し
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
街
を
通
っ
て
杉
山
の
小
道
の
坂

を
か
け
登
り
、
平
野
台
親
水
公
園
お
よ
び

恋
人
の
丘
を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
た
。
秋

の
風
を
感
じ
な
が
ら
気
持
ち
の
い
い
遠
足

と
な
り
ま
し
た
。

　

恋
人
の
丘
で
は
、
全
校
児
童
が
一
人
一

人
の
願
い
事
を
書
き
込
ん
だ
「
風
船
飛
ば

し
」
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
願
い
が
叶

う
と
評
判
の
展
望
台
の
鐘
を
鳴
ら
し
な
が

ら
将
来
の
夢
や
今
誰
か
に
伝
え
た
い
こ
と

な
ど
を
思

い
思
い
に

叫
び
ま
し

た
。
名
付

け
て「
夢
・

絶
叫
大
会
」
で
す
。

☆ 

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

お
笑
い
芸
人
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

市
内
の
高
校
に
行
き
た
～
い
！

☆ 

役
場
の
職
員
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

旅
館
の
社
長
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

学
校
の
先
生
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

大
型
豪
華
客
船
を
造
り
た
～
い
！

☆ 

カ
リ
ス
マ
美
容
師
に
な
り
た
～
い
！

☆ 

い
つ
か
「
さ
か
な
ク
ン
」
に
会
い
た
～
い
！

　

そ
の
あ
と
、
お
楽
し
み
の
お
弁
当
タ
イ

ム
と
な
り
、食
後
に
は
、全
校
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

帰
り
道
に
は
、「
晴
れ
ば
れ
り
ん
ど
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
一
環
と
し
て
「
道
ば

た
の
ゴ
ミ
拾
い
」
を
し
な
が
ら
帰
り
ま
し

た
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

秋
の
遠
足

歯科指導

糖尿病予防授業

校内での草花観察

押戸石の草原（遠足）

展望台から絶叫！展望台から絶叫！

おいしいお弁当！おいしいお弁当！
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小
国
中
学
校
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
！

　

10
月
28
日（
火
）、
29
日（
水
）に
、
中
学

部
が
小
国
中
学
校
を
訪
問
し
、７
年
１
組
、

７
年
２
組
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

最
初
に
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹

介
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
両
校
か
ら
３
問
ず
つ
ク
イ
ズ
を

出
し
合
い
、
お
互
い
の
学
校
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。最
後
は
、フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

カ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
！
こ
れ
は
、
フ
ロ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
用
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
パ
ッ
ク
を
「
ハ

ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
円
の
中
に
投
げ
入
れ

る
ゲ
ー
ム
で
、
参
加
者
全
員
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

交
流
時
間
は
50
分
間
で
し
た
が
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
活
動
を
通
し
て
小
国
中
学
校

の
生
徒
と
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
！

　

10
月
29
日（
水
）に
、
高
等
部
は
本
校
で

小
国
高
校
２
年
２
組
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

及
び
共
同
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

目
的
は
、
同
じ
年
代
の
仲
間
と
の
交
流
を

通
し
て
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、
楽
し
く

活
動
す
る
こ
と
で
、
共
生
社
会
で
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

紙
工
（
ポ
チ
袋
づ
く
り
）
と
木
工
（
ス

ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
）
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
作
業
学
習
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

高
等
部
の
生
徒
が
小
国
高
校
の
生
徒
に
作

り
方
を
教
え
た
り
、
製
品
の
出
来
栄
え
を

一
緒
に
確
認
し
た
り
す
る
う
ち
に
、
少
し

ず
つ
会
話
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
別
れ
を
名
残
惜
し
そ
う
に
す

る
姿
も
見
ら
れ
、
心
あ
た
た
ま
る
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

３
校
合
同
芸
術
鑑
賞
会
開
催

　

11
月
12
日（
水
）、
本
校
体
育
館
に
て
小

国
中
学
校
、
南
小
国
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
と
合
同
で
芸
術
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
日
本
芸
術
教
育
振
興
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「TO

KYO

ス
ー
パ
ー
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
迫

力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
、
会
場
全
体
が
驚
き

と
歓
声
に
包
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
司
会
は
小
国

高
校
の
生
徒
が
行
い
、
小
国
中
学
校
代
表

生
徒
に
よ
る
謝
辞
で
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
鑑
賞
会
を
通
し
て
、
３
校
の
生

徒
が
と
も
に
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
芸
術

の
持
つ
力
を
改
め
て
感
じ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
交
流

を
通
し
て
、
感
性
を
磨
き
、
豊
か
な
心
を

育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

11
月
８
日（
土
）ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
力
強

く
走
り
ま
し
た
。

　

全
長
15
㎞
の
コ
ー
ス
に
挑
み
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
走
り
抜
こ
う
と
す
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
走
り
終
わ
っ
た
生
徒
も

ゴ
ー
ル
地
点
で
応
援
に
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。仲
間
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、ゴ
ー

ル
を
目
指
す
表
情
に
は
達
成
感
と
充
実
感

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
育
志
会
の
皆
さ
ま
に
運
営
面

で
大
き
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
の
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
は
温

か
い
声
援
を
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
の
力

に
な
り
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ポチ袋づくりポチ袋づくり

ストラップづくりストラップづくり

フロアホッケーカーリングに挑戦！
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新
刊
図
書
紹
介

　

11
月
は
、
町
の
図
書
室
に
16
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン　

10

②
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ　

１
１
３

③
読
む
だ
け
で
世
界
地
図
が
頭
に
入
る
本

④
外
国
人
か
ら
日
本
に
つ
い
て

　

よ
く
聞
か
れ
る
質
問
２
０
０

⑤
え
げ
つ
な
い
！
寄
生
生
物

⑥
世
界
で
い
ち
ば
ん
虚
無
な
場
所

⑦
人
生
で
１
冊
の
絵
本

⑧
人
生
が
圧
倒
的
に
ラ
ク
に
な
る
！

　

夫
婦
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
思
考

⑨
雑
草
教
室　

図
鑑
が
教
え
て
く
れ
な
い

　

植
物
た
ち
の
ひ
み
つ

⑩
究
極
の
損
得
勘
定

　

損
得
で
考
え
る
42
の
宇
宙
法
則

⑪
羊
皮
紙
を
め
ぐ
る
冒
険

⑫
消
滅
世
界

⑬
成
瀬
は
信
じ
た
道
を
い
く

⑭
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
処
方
箋

⑮
凛
と
し
て
弓
を
引
く

⑯
蛇
に
ピ
ア
ス

　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

花
の
刻と

き

終
え
て
捩ね

じ
ば
な花

池
の
縁　
　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

毎
年
池
の
縁
に
こ
の
花
が
咲
く
の
で
あ
る
が
、
増
え
も
せ
ず
減
り
も
せ
ず
、
来

年
こ
そ
は
少
し
増
え
る
の
で
は
と
…
。

沖
縄
の
島
唄
ラ
イ
ブ
暮
の
秋　
　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

蘆あ
し

刈
り
の
す
み
し
河
原
に
月
の
影　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

舞
台
に
は
孫
の
笑
顔
や
文
化
の
日　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

冬
晴
や
小
鳥
交
わ
し
て
み
も
ざ
の
木　
　
　
　

下
城　

タ
ズ

藪や
ぶ

の
中
届
か
ぬ
高
さ
通あ

け
び草

の
実　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

迷
わ
ず
に
慣
れ
し
家
計
簿
日
記
買
ふ　
　
　
　

安
武
く
に
子

【
評
】
少
し
早
め
で
は
あ
る
が
、
使
い
慣
れ
し
た
日
記
を
買
う
、
迷
わ
ず
に
と
言
う
表

現
が
良
い
。

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど

多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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スロ－ガン：　世界はあなたの学校です！

［シンガポ－ルの教育事情］
①シンガポ－ルでは、自国以外の国々を見聞することに価値を
置く文化があり、保護者の意識が高い

②国は、外国への留学等に補助金を出している
③外国の子どもたちとの交流の機会を待つ子どもたちは多い
が、学校は介入しない

④紹介機関としては、日本でいう商工会やＰＴＡの組織が一般
的である

　今年の８月、前西原村教育長の「竹下良一先生」から、「南小国町で、シンガポ－
ルの児童生徒との交流を希望しませんか？」とのお話をいただきました。外国の子ど
もたちとの交流の経験がない児童生徒にとっては、貴重な経験になると考え、シンガ
ポ－ルとの交流について意見交換を進めました。

［メンバ－：マイケルさん（シンガポ－ル人）・玉木さん・竹下先生］
　しかし、シンガポ－ルは、２学期制で、
　□１学期：１月１日～５月３１日まで　　［６月が長期休暇］
　□２学期：７月１日～１１月３０日まで  ［１２月が長期休暇］
となっており、「１２月の長期休暇中に交流を」とのことで、寒い南小国町で、どん
な体験や交流が可能になるのか、交流の中身についての不安を感じたところでした。
　しかし、マイケルさんたちは、交流の中身を①日本での授業交流②給食の交流　③
掃除の交流など、日本の子どもたちの学校生活を体験し、交流したいようで、①～③
ができれば満足とのことでした。
　話は、１２月中の交流で進みましたが、シンガポ－ルでの募集期間が短く、１２月
交流は残念ながら実現はしませんでした。
　そこで、来年度の６月に向けての交流を可能にしたいという話になり、早速１２月
１７日には、６月に向けての話し合いが予定されています。
　シンガポ－ルでの課題は、狭い国土のため、野外の遊び場がまったくなかったり、
自然と触れ合うチャンスが少なかったりと、南小国では考えられない課題を持った国
になっています。ぜひ、６月の交流では、野外での交流、自然を満喫できる交流がで
きればと考えているところです。
　もし、ホ－ムステイ等の依頼がある際は、多くの皆さんに受入れをお願いしたいと
考えています。その時は、ご協力よろしくお願いします。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（32）　　文責：岩切

広報きよら 2025.12広報きよら 2025.12
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熊本県人権子ども集会に参加しました

　部落差別をはじめ、あらゆる差別をなくす「熊本県
人権子ども集会」が１０月４日（土）に熊本県立劇場
コンサートホールで行われました。コロナ禍以降はオ
ンデマンド配信のみでの実施でしたが、久しぶりに参
加型での開催となり、南小国町からは小学生１４名、
中学生 5 名、計１９名の児童生徒と、各学校の先生
方４名、教育委員会３名が引率として参加しました。
　集会のテーマは、「結（ゆい）～輝きは無限大～」で、
人とのつながりを大切にし、個性や人権に対する行動
は無限大あるという思いが込められ、集会が実施され
ました。

子どもたちが思いを伝え合う

　本集会は、中学生と高校生で構成された実行委員
が主体となって進行されました。活動報告を行うのも
代表になった子どもたちです。以下に報告内容を紹介
します。
　最初は、南関町立南関第二小学校の報告でした。
南関が誕生の地である北原白秋の「ひとつのことば」
の朗読や約２０年前に学校で人権や仲間との絆を
テーマに作られた「ハートフラワー」という歌の発表な
どを通して、歌や歌詞に込められた言葉の大切さを伝
えてくれました。
　次に、熊本県立松橋西支援学校の小・中・高等部
の代表が報告しました。学校内や近隣校との交流を
通して多くの人 と々絆を深める取り組みを紹介し、「自
分や他者を知り、認めること」の大切さを具体的な実
践例とともに伝えてくれました。
　３番目は、玉名高等学校附属中学校の報告でした。
生徒会が中心に「つながりを大切にした集団づくり」
を進めていることが報告されました。人権集会、学級
旗づくり、人権新聞の作成、いじめゼロ宣言など、さ
まざまな取り組みを継続的に行っている点が紹介され
ました。
　最後に、熊本県立東陵高等学校の報告でした。解
放学習会で共に学ぶ仲間を代表して自分自身や仲間
との絆の大切さについて語ってくれました。多くの人々
とのつながりが新しい出会いを生み、世界をさらに広
げ、自分を見直す機会になることを伝えてくれました。
　会場には約1,800人の児童生徒が集まり、発表は「い
じめや差別を絶対に許さない」という思いが集結した、
熱気の伝わる集会となりました。
　参加した南小国町の子どもたちも発表者の思いを受
け、会場で得た貴重な体験をもとに感受性豊かな感

想文を書くことができましたので紹介します。
参加した子どもたちの感想（一部抜粋）

○子ども集会に行って楽しかったです。それにい
じめはしてはいけないと思いました。バスの
中で新しい友達ができました。けんかをしな
いようにして遊ぼうと思いました。帰った後、
家族に話しました。　　　　　（中原小３年生）

○私は、この集会に参加して、他の学校があら
ゆる差別を無くすために様々な取り組みをし
ていることに驚きました。そして、市原小学校
もより良い学校にできるのではないかと考え
ました。　　　　　　　　　　（市原小５年生）

○南関第二小学校の「ハートフラワー」の歌詞
にあった「あの時、話し合えてよかった」とい
うところで、自分も友達とけんかをしてしまっ
たときに、モヤモヤしたまま終わって後悔した
ことがあり、この歌詞が自分と重なっていてと
ても心に残りました。 （りんどうヶ丘小５年生）

○自分たちと同じ年代の人たちが人権子ども集
会を企画、運営していたと考えると、とてもす
ごいと思いました。　　　　（南小国中３年生）

○人権について考える機会は多いけれど、この
ようにたくさんの学校が集まって考える機会は
あまりなかったので良い経験でした。

（南小国中３年生）

　南小国町の各小学校では、集会に参加した子ども
たちの感想等をもとに、人権集会を実施したり、今
後、集会の実施内容の録画配信を視聴したりするな
ど、学習の機会を設けて、人権学習を進めていきます。
　また、各学校では１２月７日（日）の町人権フェスティバ
ルの実施に向た取り組みも始まっています。次号では、
町人権フェスティバルの様子をお伝えいたします。（井芹）

ひろげよう　きよらの郷に　人権の輪
人権教育啓発シリーズ 259

お問い合わせ先
南小国町人権教育推進協議会
☎ 0967－ 42 － 0047

熊本県人権子ども集会の感想を校内人権集会で
発表するりんどうヶ丘小学校の皆さん

9
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南小国町特別支援教育啓発資料 第４号                  

 

前号でいくつかの学びの場があることを紹介しましたが、就学先を決めるポイントは、将来を見

通して、どの学びの場が子どもに合っているのか、総合的に判断することです。 

上の図は小学校に入学する前の年（満6歳になる年）の流れになります。 

重要なことは一番左側にありますが、３歳児健診等の定期健診の結果や、日頃の家庭や保育園・

幼稚園での子どもの様子で心配や不安なことがあれば、早早めめにに相相談談すするるここととでですす。。 

保育園や幼稚園、南小国町役場の関係課、または教育委員会へ遠慮なくご相談ください。早めに

相談することで、学びの場である学校や関係機関と情報を共有しながら対応し、その子どもの教育

的ニーズに合った様々な学びの場から就学先を検討することができます。そして、本人及び保護者

と学校、教育委員会がどんな支援が必要か支援内容を検討し、南小国町の教育支援委員会で総合的

に判断し、最終的には必要な支援について合意形成を行い、南小国町教育委員会が就学先を決定し

ます。 

この教育支援委員会は、就学先について総合的に判断する委員会ですが、入学後も柔軟に学びの

場を見直していくこともできます。そのためには、日頃から学校や関係機関と常に連絡を取りなが

ら情報を共有し、個別の教育支援計画等を活用していくことが必要です。（楠田） 

きずな 
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後藤　加代美さん（杉田上）
樋口　清己さん     （田の原）

橋本　晶子さん（下町）
工藤　直也さん（志津下）
佐藤　夏美さん（落見）

齊藤　美穗子さん（荒倉）
安藤　広子さん     （田尻）
梶原　幸枝さん     （陣内）

　１1 月３0 日をもって次の方が、民生委員・児童委員及び主任児童委員を退任されました。長年にわた
り本町の地域福祉の推進に貢献されましたことに対し、深く感謝申し上げます。

◆民生委員・児童委員及び主任児童委員退任者

河か
わ
づ津  

公こ
う
こ子

鞭む
ち
ま馬  

奈な

み美

〈主任児童委員〉　２名（敬称略）

高花 / 長迫 / 鬼渕
陣内 / 波居原下

髙た
か
の埜  

薫
か
お
る

井い  

悦え
つ
こ子

瀬の本 / 大谷山 / 黒川

井い  

芳よ
し
ふ
み文

小田 / 白川 / 田の原

佐さ
と
う藤  

武た
け
ひ
ろ弘

薊原 / 小原 / 矢ヶ部
永山 / 星和 / 吉原

志童子 / 志津上 / 志津中
志津下 / 満願寺団地
扇上 / 扇下 / 立岩

萓か
や
し
ま島  

光み
つ
お男

鞭む
ち
ま馬  

志し

づ

こ
津
子

中湯田 / 湯田上 / 湯田下

古賀 / 矢田原

武た
け
だ田  

里さ
と
み美

地蔵原 / 松の木 / 坂の下
田尻・轟 / 平瀬 / 陣の前
樋の口

下し
も
じ
ょ
う城 

知ち

な

み
奈
美

和田上 / 和田下 / 瓜上上
瓜上下 / 中原団地 / 米山
米山上 / 落見 / 椚の本

鬼山 / 鬼山上 / 森園
黒原 / 中村 / 布目 / 馬場
上 / 戸無 / 滝の口 / 黄川

坂さ
か
も
と本  

博ひ
ろ
か
ず一

北き
た
さ
と里  

信の
ぶ
み
つ光

杉田上 / 中杉田 / 杉田下

宅た
く
の野  

幸ゆ
き
ひ
ろ広

赤馬場 / 脇戸 / 矢津田上
矢津田下 / 県営・町営住
宅 / 矢津田団地

山や
ま
だ田  

貢こ
う
ぞ
う三

新町 / 上町 / 本町
下町

田中 / 千光寺 / 竹の熊
志賀瀬 / 荒倉 / 平
手形野 / 動目木

穴あ
な
い井  

千ち
あ
き秋

　担当地区において、高齢者・障がい者への見守り活動や必要な支援に繋げるための相談・助言を行います。
また、地域の子どもが健やかに育つ環境づくりや子育ての相談・助言も行います。

　担当地区を持たず、民生委員・児童委員や行政機関、
学校などと連携し、子どもや子育てに関する専門的
な支援や児童健全育成活動などを行います。

〈民生委員・児童委員〉　１3名（敬称略）

　令和７年１2 月１日付けで次の方が、民生委員・児童委員及び主任児童委員を委嘱されました。相談内容の
秘密は守られます。生活の心配ごとやお困りごと、ご近所で気になることなどお気軽にご相談ください。

民生委員・児童委員及び主任児童委員のご紹介
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が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

推
進
事
業
の
ご
案
内

　

が
ん
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
の
治
療

と
社
会
生
活
の
両
立
、
療
養
生
活
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
医
療
用
か
つ

ら
や
乳
房
補
整
具
等
の
購
入
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

①
申
請
日
の
時
点
で
南
小
国
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る

②
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を

受
け
た
又
は
、
現
に
受
け
て
い
る

③
が
ん
の
治
療
に
伴
い
、
外
見
の
変
化

が
生
じ
た
こ
と
で
用
具
を
購
入
し
た

④
購
入
に
際
し
て
、
他
の
市
町
村
等
か

ら
購
入
費
補
助
を
受
け
て
い
な
い

⑤
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
及
び
同
一
世
帯
員
に
町
税
等
の
滞

納
が
な
い

○
補
助
対
象

区

分

補
助
の
対
象
と
な
る
用
具

ウ
ィ
ッ

グ

等

ウ
ィ
ッ
グ
（
医
療
用
、
医
療

用
以
外
を
問
わ
な
い
）、
装

着
用
ネ
ッ
ト
、
毛
付
き
帽

子
、
そ
の
他
町
長
が
認
め

る
も
の

乳
房
補

整
具
等

補
整
パ
ッ
ド
、
補
整
下
着
、

専
用
入
浴
着
、
人
工
乳
房

（
エ
ピ
テ
ー
ゼ
）、
そ
の
他

町
長
が
認
め
る
も
の

○
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額

（
１
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
２
万
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

※
補
助
金
の
交
付
は
、
区
分
ご
と
に
、

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
、
令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も
の
に

限
る
。

※
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、補
助
対
象
外
。

・
用
具
の
購
入
に
要
し
た
送
料
、
交
通

費
、
代
金
決
済
手
数
料
、
用
具
の
調

整
に
係
る
費
用

・
付
属
品
及
び
ケ
ア
用
品
（
ク
リ
ー

ナ
ー
、
ブ
ラ
シ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ

ン
ス
、
ス
タ
ン
ド
、
商
品
を
保
管
す

る
容
器
等
）
の
購
入
に
係
る
費
用

・
申
請
に
必
要
な
証
明
書
等
に
係
る
費

用
・
医
療
保
険
各
法
に
よ
る
医
療
に
関
す

る
給
付
の
対
象
と
な
る
も
の
、
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
別
に
負
担
す

る
対
象
と
な
る
も
の

○
申
請
期
限

　

対
象
と
な
る
用
具
を
購
入
し
た
翌
日

か
ら
１
年
以
内

○
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
持
参
し
、
役
場
の
町
民

課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
南
小
国
町
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
推
進
事
業
補
助
金
申
請
書
（
用

紙
は
、
町
民
課
窓
口
に
準
備
し
て
い

ま
す
。）

※
申
請
者
は
、
補
助
対
象
者
本
人
で
あ

る
こ
と
。（
対
象
者
が
18
歳
未
満
の

場
合
は
除
く
。）

※
補
助
対
象
者
本
人
が
申
請
で
き
な
い

場
合
、「
委
任
状
」
の
提
出
が
必
要
。

②
診
療
明
細
書
、
お
薬
手
帳
、
手
術
同

意
書
、
治
療
方
針
計
画
書
、
医
師
の

診
断
書
等
の
い
ず
れ
か

③
用
具
の
購
入
に
係
る
領
収
書
及
び
そ

の
明
細
書
の
写
し
（
購
入
者
の
氏

名
、
購
入
日
、
購
入
金
額
、
購
入
内

容
、
発
行
者
の
名
称
の
記
載
が
あ
る

も
の
）

④
振
込
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

指
定
医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　

日
程
の
都
合
が
つ
か
ず
、
今
年
度
の

集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き

な
か
っ
た
今
年
度
中
に
40
歳
～
74
歳
を

迎
え
る
南
小
国
町
国
保
加
入
者
の
方
を

対
象
に
、
指
定
医
療
機
関
で
の
特
定
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
機
関
】

小
国
公
立
病
院
、
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

※
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場

　

町
民
課　

保
健
衛
生
係　

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
た
め

に
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民課
保健衛生係
☎0967-42-1113
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小国公立病院ニュース
☎０９６７ー４６ー３１１１

救急救命士としての活動と目標 救急救命士　渡邉興輔

　私は、令和７年４月１日から小国公立病院で救急救命士として勤務をしています。救急救命
士というと、消防署の救急車で活動する姿を思い浮かべる方も多いかもしれませんが、病院内
でもその知識と技術、経験を生かして、多職種と連携しながら患者さんの命を守る役割を担っ
ています。
　救急外来では、救急隊から引き継いだ患者さんの初期対応にあたり、医師の指示のもとで心
肺蘇生法やモニター管理、体位管理等を行っています。また、重症患者の搬送補助や病院内の
急変対応にも関わり、医療チームの一員として迅速で安全な処置を目指しています。
　病院外の活動は、地域の救急力を高める
ため、町内の高齢者サロン活動に出向き救
急車を呼ぶべき状態や、１１９番通報の仕
組みなどお話しする機会も増えました。今
後は応急手当や AED の使い方、防災に関
してもお話していきたいと思います。いざ
という時に誰かが、誰もが行動できる町を
目指し、「地域全体で守る文化」を広める
ことが、救急救命士の大切な仕事だと思っ
ています。
　今後は、消防、救急の現場で培った経験
を活かしながら、病院と地域をつなぐ「架
け橋」として、地域に密着した住民の皆さ
んと顔の見える関係を築き、安心して暮ら
せる小国郷づくりに貢献していきたいと考
えております。

調剤薬局　休日開局当番表（12/13㈯～1/4㈰）
12/13㈯ 12/14㈰ 12/20㈯ 12/21㈰ 12/27㈯ 12/28㈰

小国調剤薬局 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 9～13時
ﾕﾆｽﾏｲﾙ薬局 小国店 - 9～13時 - 9～13時 - -

おぐに薬局 - - - - - -
きよらのさと薬局 9～12時 - 9～12時 - 9～12時 -

12/29㈪ 12/30㈫ 12/31㈬ 1/1㈷ 1/2㈷ 1/3㈷ 1/4㈰
小国調剤薬局 - - 9～13時 - - - -

ﾕﾆｽﾏｲﾙ薬局 小国店 - - - - 9～13時 9～13時 9～13時
おぐに薬局 9～17時30分 9～12時 - - - - -

きよらのさと薬局 9～17時30分 9～12時 - - - - -
小国調剤薬局☎0967-46-5736　　ﾕﾆｽﾏｲﾙ薬局 小国店☎0967-46-6320

おぐに薬局☎0967-48-5388　　きよらのさと薬局☎0967-42-0284

サロンの様子
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家
屋
を
取
壊
し
た
と
き
は

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
滅
失

の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
取

壊
し
た
家
屋
に
対
し
て
も
引
き
続
き
課
税

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
屋

を
取
壊
し
た
時
に
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
未
登
記
の
家
屋
を
取
壊
し
た
場
合

『
家
屋
滅
失
届
』
を
役
場
税
務
課
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
登
記
済
み
の
家
屋
を
取
壊
し
た
場
合

『
滅
失
登
記
』
を
法
務
局
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
登
記
が
難
し
い
場

合
や
、
登
記
手
続
き
が
翌
年
度
に
な
る

場
合
に
は
、『
家
屋
滅
失
届
』
を
役
場

税
務
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
注
意

取
壊
し
た
翌
年
度
に
滅
失
届
を
提
出
さ

れ
た
場
合
、
提
出
日
の
翌
年
度
の
課
税

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
方
へ

　

２
月
・
３
月
は
、
確
定
申
告
の
時
期
で

税
務
署
の
窓
口
が
混
雑
し
、
納
税
証
明
書

の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
請
求
は
、
な
る
べ
く
こ
の
時
期
を
避

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
交
付
請
求

を
行
う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式

に
よ
る
電
子
納
税
証
明
書
の
受
取
が
可
能

で
す
。受
け
取
っ
た
電
子
納
税
証
明
書
は
、

自
宅
等
の
プ
リ
ン
タ
か
ら
何
枚
で
も
印
刷

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド

又
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
税

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
：

☎
０
５
７
０（
０
０
）５
９
０
１

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比

べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
（
追
納
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
内
に
支
払
い
を
し

て
下
さ
い
。
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

・
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
期
間
に
な

り
ま
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
免
除
さ

れ
て
い
な
い
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し

て
い
な
い
場
合
は
、
未
納
期
間
と
な
る

た
め
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古
い

期
間
か
ら
納
付
に
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合
の

保
険
料
の
月
額
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

税

お問い合わせ先
税務課
税務係
☎0967-42-1118

年
金

お問い合わせ先
町民課
戸籍住民係
☎0967-42-1113

■令和 7年度中に追納する場合の保険料月額（単位：円）
全額免除・納付猶予 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成27年度 15,930 11,950 7,960 3,990 
平成28年度 16,600 12,450 8,300 4,150 
平成29年度 16,820 12,620 8,400 4,200 
平成30年度 16,650 12,480 8,330 4,160 
令和元年度 16,710 12,530 8,350 4,170 
令和２年度 16,820 12,610 8,410 4,200 
令和３年度 16,860 12,650 8,420 4,210 
令和４年度 16,740 12,550 8,360 4,190 
令和５年度 16,520 ※ 12,390 ※ 8,260 ※ 4,130 ※ 
令和６年度 16,980 ※ 12,730 ※ 8,490 ※ 4,240 ※

※追納加算額はありません。
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防
火
パ
レ
ー
ド

防
火
パ
レ
ー
ド

　

11
月
9
日（
日
）か
ら
11
月
15
日（
土
）に

火
災
予
防
運
動
が
あ
り
、
今
年
度
の
標
語

で
あ
る

「
急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し
」

を
も
と
に
、
火
災
予
防
の
重
要
性
を
周
知

し
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
12
日（
水
）は
、
市
原
保
育
園

に
て
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
防
火
の
呼
び
か
け
や
、
お

遊
戯
、
防
火
の
誓
い
を
元
気
に
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

暖
か
さ
と
安
心
を

暖
か
さ
と
安
心
を

　

徐
々
に
寒
さ
が
増
し
、
暖
房
器
具
の
使

用
が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
火
の
取

り
扱
い
で
す
。

　

暖
房
器
具
は
冬
場
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と
火
災
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
使
用

上
の
注
意
点
を
幾
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
外
出
前
、
就
寝
前
は
必
ず
消
火
す
る
。

・
衣
服
や
書
類
を
近
く
に
置
か
な
い
。

・
室
内
で
は
必
ず
換
気
を
す
る
。

～
年
末
に
お
け
る
犯
罪
を

～
年
末
に
お
け
る
犯
罪
を

防
止
し
よ
う
～

防
止
し
よ
う
～

◇
年
末
に
お
け
る
各
種
犯
罪
の
未
然
防
止

に
つ
い
て

　

年
末
の
時
期
は
、
物
流
や
人
々
の
流
れ

が
活
発
と
な
り
、
金
融
機
関
や
深
夜
営
業

店
舗
を
狙
っ
た
強
盗
等
の
重
要
凶
悪
事
件

の
発
生
や
、「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
子

ど
も
・
女
性
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
・
声
か

け
事
案
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
繁
華
街
や
飲
食
店
街
で
は
、
悪

質
な
客
引
き
や
酔
客
同
士
の
喧
嘩
・
口
論

等
各
種
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

警
察
で
は
、年
末
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
活

動
と
し
て
、関
係

機
関
や
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の

皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
、パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
警
戒
活
動

を
強
化
し
各
種
犯

罪
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
す
。

【
防
犯
の
ポ
イ
ン
ト
】

こ
ま
め
な
カ
ギ
か
け
を
！

→
家
や
車
、
自
転
車
な
ど
、「
ち
ょ
っ

と
だ
か
ら
…
」
と
油
断
し
た
ス
キ

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
一
人
に
し
な
い
！

→
一
人
で
い
る
子
ど
も
を
犯
罪
者
は

狙
っ
て
い
ま
す
。

お
金
が
ら
み
の
話
は
慎
重
に
！

→
電
話
で
お
金
の
話
が
で
た
ら
要
注

意
！

※
不
安
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

警
察
に
相
談
・
通
報
を
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
お問い合わせ先
北 部 分 署
☎0967-46-4411

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
お問い合わせ先
小国警察署
☎0967-46-2110

15
広報きよら 2025.12広報きよら 2025.12



木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５６８回市（１０月２３日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 14,900 14,300 10,000

18～22㎝ 12,600 11,900 10,500

24～28㎝ 13,000 11,700 11,000

30㎝上 12,500 11,500 10,500

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,200 11,000

18～22㎝ 13,200 10,800

24～28㎝ 12,600 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 19,300 15,600

18～22㎝ 19,000 17,300 15,500

24～28㎝ 20,100 18,000 15,400

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 820.993 8,772,487 10,685

桧 124.952 1,840,781 14,732

杉、桧 60.880 499,685 8,208

合　計 1,006.825 11,112,953 11,038

滝美園クリーンセンターより

年末年始休業のお知らせ
１２/２９（月） 年末受入 午前８時３０分～午後４時３０分

１２/３０（火） 年末受入 午前８時３０分～午前１１時３０分

１２/３１（水）

１/１（木）

１/２（金）

１/３（土）

１/４（日）

１/５（月） 通常通り 午前８時３０分～午後４時３０分

※分別のうえ、滝美園への持込みをお願いします。

※し尿受入れは、12月27日(土)から翌年1月4日(日)まで年末年始の休業日

　となります。年末年始は、大変混み合いますので、収集業者へ早めにお

　申込みください。

 　　　　　　　　休業日

 　　　　　　　　休業日

 　　　　　　　　休業日

 　　　　　　　　休業日

 　　　　　　　　休業日

広報きよら 2025.12広報きよら 2025.12
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農 業用水 路・頭首工の整 備支援
【お問い合わせ先】　建設課　土木係　☎ 0967-42-1114

　農業用水路は地域の営農や防火用水などに重要な役割を果たしていますが、維持管理の負担や
豪雨による被害が課題となっています。
　近年では、豪雨で雨や土砂が水路に流れ込むことにより水があふれ、近隣の家屋や農地に被害
を及ぼす事例が見られます。豪雨時では、水路の水量調節の作業は危険を伴い、迅速な対応は難
しい状況にあります。

　　　　町で行う整備事業
　町では、国や県の補助事業を活用し、「水路の改善」や「自動転倒堰

せき
※１」、「取水ゲート※２」の設

置などの整備事業を進めています。この事業は関係者の意向を踏まえながら町で協議を進め、労力
軽減や防災力強化を目的としています。

※事業実施には負担金が必要です。申請増加により着工まで時間がかかる場合があります。
　あらかじめご了承ください。

（例）整備事業

※１　洪水時に上流水位が一定値を超えると扉体が自動的に倒れ、放流によって下流水位の急増を防
ぐ設備

※２　河川などから水を取り入れる際に、水の流入量を調節したり、水の流れを遮断したりするため
の設備

　令和７年度 企業版ふるさと納税による寄附をいただいた企業のご紹介　　令和７年度 企業版ふるさと納税による寄附をいただいた企業のご紹介　
　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々な
地方創生の取組みを進めています。町の取組みを支援するために、企業の皆様より企業版ふるさと納
税による寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につきましては、了承をい
ただいた企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
千代田工業㈱ 熊本市東区 100,000 円 令和７年１０月
㈱お風呂のシンド― 熊本市北区 200,000 円 令和７年１０月
㈱祐水コンサルタント 熊本市北区 非公表 令和７年１０月

防災力ＵＰ

※２ 取水ゲート設置※１ 自動転倒堰
せき

装置水路改善

17
広報きよら 2025.12広報きよら 2025.12



説　　　　　　　明

当組合が行う事業のため、構成市町村が負担するお金で
す。市町村別の金額は右図のとおりです。

ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等による収入です。

特定の事業を行うために国が交付するお金です。

基金の利子や公用車売払による収入です。

組合事業の財源として基金から繰り入れたお金です。

前年度からの繰越金です。繰越事業分も含みます。

預金利子、受託事業収入及び雑入による収入です。

大きな事業を行うために国や県、金融機関から借り入れ
るお金です。

307,787 

174,115 

920 

7,881 

481,902 8,801 

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

養護老人ホーム湯の里荘特別会計

308,707 

181,996 

36.3 % 消防、救急活動の費用です。

構成市町村の議員で構成する組合議会の運
営費です。

特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘特別会計

合　　　　　　　計 490,703 

（単位：千円）

説 明

公  債  費 281,469 9.7 % 
国や県、金融機関などから借り入れたお金
の返済費用です。

5.6 % 

◎特別会計決算状況

差　引　額特　別　会　計　名

483,389

50,231

2,573,379

合    計 2,907,265 100.0 % 

合     計

消  防  費 1,055,608 

2.8 % 

（単位：千円）

合　 計

金 額

南阿蘇村

西原村0.0 % 

衛  生  費

災害復旧費

諸   収   入

組   合   債

49.5 % 

0.0 % 

1,259 

30,727 

167,594 

85,987 

0 

繰   入   金

11,572 

118,187 

1,440,429 

0 

0.4 % 

4.1 % 

議  会  費

総  務  費

項 目

繰   越   金

産山村

高森町

（単位：千円）

1,027,744

251,273

362,419

85,340

312,983

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

財  産  収  入

2,573,379 

◎一般会計決算状況

市町村名 金　　額

160,119 

0 

組合の総括的な事務費です。この中に介護
認定審査会、障害支援区分認定審査会の運
営費も含まれています。

生活に密接した事業費で、火葬施設及び一
般廃棄物処理施設の運営費です。

災害復旧に使用した費用です。

100.0 % 

（単位：千円）

構 成 率

項 目 金 額 構 成 率

3,019,065 

85.2 % 

5.3 % 

0.0 % 

0.1 % 

1.0 % 

阿蘇市

南小国町

小国町

令和７年第３回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、

令和６年度決算が承認されました。決算状況は、次のとおりです。

阿阿蘇蘇広広域域行行政政事事務務組組合合 阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々の生命と財

産を守り、生活環境の整備と豊かで住みよい地域社会を作るため

の仕事をしています。

決算の詳しい内容は、下記ＵＲＬからもご覧いただけます。

【お問い合わせ先】阿蘇広域行政事務組合

TEL 0967-24-5111   URL http://www.aso.ne.jp/~koiki/

歳入総額 ３，０１９，０６５千円

市町村別負担金一覧

令和６年度一般会計における歳入総額は３，０１９，０６５千円となり、

前年度２，８２３，７７８千円と比べて、１９５，２８７千円の増となりました。

令和６年度一般会計における歳出総額は２，９０７，２６５千円となり、

前年度２，６５６，１８４千円と比べて、２５１，０８１千円の増となりました。

人件費の増額、設備機器等修繕料や蘇水館搬入道路拡張工事負担金の増額による衛

生費の増額、緊急車両更新費の増額による消防費の増額、元金償還開始事業による公

債費の増額などが主な要因です。

議会費

(0.4%)

総務費

(4.1%)

衛生費

(49.5%)

消防費

(36.3%)

公債費

(9.7%)

【歳出】

分担金及び

負担金

(85.2%)

使用料及び手数料

(5.3%)財産収入

(0.1%)

繰入金

(1.0%)

繰越金

(5.6%)

諸収入

(2.8%)

【歳入】

令令和和 ６６ 年年度度決決算算報報告告

歳出総額 ２，９０７，２６５千円

M
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　　　　　　 　在熊小国郷人会の開催

　この会は昭和 25 年に、小国町、南小国町出身
者で熊本市やその近郊にお住いの方々の会とし
て発足いたしました。
　毎年、懇親会を開催し、旧交を温めています。
ぜひお子様やご親戚、お知り合いの方とお越し
ください。

■日時
令和 8 年 1 月 31 日（土） 午前 11 時半
■会場
紅蘭亭下通本店 5 階 ☎ 096 − 352 − 3812

（熊本市中央区安政町 5 − 26）
■会費※事前申し込みが必要です。
男性 8,000 円
女性 7,000 円
学生 3,000 円
■お申し込み・お問い合わせ先
事務局 麻生 廣文 ☎ 090 − 4355 − 6544
または ☎ 096 − 366 − 3601

　　　　　　  冬季の燃料油の管理について

　灯油等の燃料油の使用量が増加する冬季は、
油の流出事故が起こりやすい時期です。流出し
た燃料油等により、土壌汚染や水質事故などが
発生した場合、大規模な環境汚染につながる可
能性があります。
　このような環境汚染を発生させた場合、環境
汚染自体の責任を問われるだけでなく、対処費
用の負担や、場合によっては被害者への補償が
発生することも少なくありません。
　事故を防止するため、燃料油等の管理につい
て、ご確認をお願いします。

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　  　　　　  　　熊本県最低賃金について

　熊本県最低賃金が改正されます。この最低賃
金は、県内すべての事業所、労働者に適用され
ます。

■時間額
1,034 円（令和 8 年 1 月 1 日から）

■お問い合わせ先
熊本労働局労働基準部賃金室
☎ 096 − 355 − 3202
または、最寄りの労働基準監督署にお尋ねくだ
さい。

　　　　　　   困難を有する子ども・若者に
よりそいましょう in 大津

　厳しい状況に置かれた子ども・家庭への様々
な支援を通して、子ども虐待防止に向けた講演
やワークショップを行っています。
　今回の「聞こえていますか？子どもや若者の
声」をテーマに皆さんと一緒に考えてみません
か？料金は無料です。

■日時
令和 8 年 1 月 17 日（土）
午後 1 時～午後 3 時 30 分
■会場
大津町生涯学習センター大会議室

（熊本県菊池郡大津町大字引水 62）

■お申込み・お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
～ COCON ここん ～
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時 30 分～午後 9 時

▼申込フォーム
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　　　　　　 　在熊小国郷人会の開催

　この会は昭和 25 年に、小国町、南小国町出身
者で熊本市やその近郊にお住いの方々の会とし
て発足いたしました。
　毎年、懇親会を開催し、旧交を温めています。
ぜひお子様やご親戚、お知り合いの方とお越し
ください。

■日時
令和 8 年 1 月 31 日（土） 午前 11 時半
■会場
紅蘭亭下通本店 5 階 ☎ 096 − 352 − 3812

（熊本市中央区安政町 5 − 26）
■会費※事前申し込みが必要です。
男性 8,000 円
女性 7,000 円
学生 3,000 円
■お申し込み・お問い合わせ先
事務局 麻生 廣文 ☎ 090 − 4355 − 6544
または ☎ 096 − 366 − 3601

　　　　　　  冬季の燃料油の管理について

　灯油等の燃料油の使用量が増加する冬季は、
油の流出事故が起こりやすい時期です。流出し
た燃料油等により、土壌汚染や水質事故などが
発生した場合、大規模な環境汚染につながる可
能性があります。
　このような環境汚染を発生させた場合、環境
汚染自体の責任を問われるだけでなく、対処費
用の負担や、場合によっては被害者への補償が
発生することも少なくありません。
　事故を防止するため、燃料油等の管理につい
て、ご確認をお願いします。

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　  　　　　  　　熊本県最低賃金について

　熊本県最低賃金が改正されます。この最低賃
金は、県内すべての事業所、労働者に適用され
ます。

■時間額
1,034 円（令和 8 年 1 月 1 日から）

■お問い合わせ先
熊本労働局労働基準部賃金室
☎ 096 − 355 − 3202
または、最寄りの労働基準監督署にお尋ねくだ
さい。

　　　　　　   困難を有する子ども・若者に
よりそいましょう in 大津

　厳しい状況に置かれた子ども・家庭への様々
な支援を通して、子ども虐待防止に向けた講演
やワークショップを行っています。
　今回の「聞こえていますか？子どもや若者の
声」をテーマに皆さんと一緒に考えてみません
か？料金は無料です。

■日時
令和 8 年 1 月 17 日（土）
午後 1 時～午後 3 時 30 分
■会場
大津町生涯学習センター大会議室

（熊本県菊池郡大津町大字引水 62）

■お申込み・お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
～ COCON ここん ～
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時 30 分～午後 9 時

▼申込フォーム
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　　　　　　 社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

佐藤　亨　様  落見　（故）    須磨子様
太田　マサ子様　陣内　（故）　賢治様
 （令和 7 年 11 月 4 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

南小国町商工会女性部　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 8 年 1 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、医療機
関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナンバーカード又は資格確認書を持参し
てください。マイナンバーカード等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

12/14（日）～
1/12（月） 内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

12/14（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

12/21（日） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

12/28（日） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

1/1（木） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

1/2（金） 内科・循環器科 阿蘇ハートクリニック 0967-24-6262

1/3（土） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

1/4（日） 眼科 眼科  古嶋医院 0967-34-0008

1/11（日） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

1/12( 月 ) 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

項目 日時 場所 連絡先

消防団出初式 1 月 6 日（火）
午前 10 時開会 役場駐車場 総務課

0967-42-1112

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時～午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

乳児検診
1 月 7 日（水）

午後 1 時 15 分～
おぐに町民センター

町民課
0967-42-1113

1 歳 6 か月児検診 1 月 15 日（木）
午後 1 時 15 分～ おぐに町民センター

心配ごと相談 1 月 15 日（木）
午前 10 時～正午

福祉センター
りんどう荘 社会福祉協議会

0967-42-1501
さくら荘カフェ 1 月 16 日（金）

午後 1 時 30 分～午後 3 時 さくら荘

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

1 月 21 日（水）
午後 1 時～午後 4 時 30 分 役場会議室 福祉課

0967-22-8178

戸籍の窓

町の人口（10 月末現在）

世帯数　 1,887 戸

　男　　 1,789 人

　女　　 1,956 人

　計　　 3,745 人

（-11）
〈+10〉
（-6）
〈-27〉
（-9）  
〈-37〉
（-15）
〈-64〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

11/6　安道　スミ　95  古賀

　　　　      　　　国の教育ローン
　　　　　　　　　（日本政策金融公庫）

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用
を対象とした公的な融資制度です。

■ご融資額
お子様 1 人あたり 350 万円以内

■金利 
年 2.85％
※母子家庭の方などは年 2.45％（令和 7 年度 6 月
2 日現在）

■ご返済期間
20 年以内

■お問い合わせ先
教育ローンコールセンター ☎ 0570 − 008656
または☎ 03 − 5321 − 8656 、HP より

　　　　　　      　阿蘇の新規就農希望者の募集

阿蘇の草原を活用した草原（放牧）を活用した
畜産経営を行う新規就農希望者（研修生）の募集
を開始します。
※今回は繁殖牛及び肉用牛経営が対象

就農を目指す研修生には、農家での技術研修に
加え、畜産関係機関が連携した支援・研修を実施し、
就農までの道のりを手厚くサポート致します。

■お問い合わせ先
阿蘇地域振興局
農林部農業普及・振興課 
☎ 0967 − 22 − 0622

　　　　      　　お子様の無断課金に注意

　最近、スマホやタブレット、オンライン通信が
できるゲーム機器でのゲームや推し活に夢中に
なったお子さんが、保護者の知らないうちに高額
課金してしまうケースが見られます。ご家庭で使
い方のルールを話し合い、設定やパスワードの管
理などを見直してみましょう。

■お問い合わせ先
南小国町消費生活相談窓口
または熊本県消費生活センター
☎ 096 − 383 − 0999

　　　　　　    令和 7 年度　小・中学生　プレゼンテーション大会

　小・中学生が町づくりを提案します。多くの皆様のご来場をお待ちしています！

令和 6 年度 小・中学生 プレゼンテーション大会より
市原小学校 佐藤 せりか さん

「150 年のはたをつかって」
市原小学校 150 周年を記念して旗を作っていただき
ましたが、来年は使えないことに気づきました。
そこで、旗を別のものに作り変えて、そのままでは使
えないものも、新たな形で使えることを伝えました。

■日時 令和 8 年 1 月 31 日（土） 午前 9 時から
■場所 役場 きよらホール
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  　　　　　　　　  　　一般照明用
　　　　　　　　  蛍光ランプの製造廃止

　2027 年末までに、一般照明用蛍光ランプの製
造が段階的に廃止されます。同形状のＬＥＤ照
明に交換することで対応可能な場合もあります
が、切替工事が必要となる場合もありますので、
計画的な更新をお願いします。
　ただし、製造が廃止になっても、すでに使用
中の製品の継続使用、廃止日までに製造された
製品（在庫）の売買及び使用は禁止されません。
蛍光ランプの種類ごとの廃止時期は

　蛍光ランプ　製造　廃止　で検索

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

お知らせ
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　　　　　　 社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

佐藤　亨　様  落見　（故）    須磨子様
太田　マサ子様　陣内　（故）　賢治様
 （令和 7 年 11 月 4 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

南小国町商工会女性部　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 8 年 1 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、医療機
関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナンバーカード又は資格確認書を持参し
てください。マイナンバーカード等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

12/14（日）～
1/12（月） 内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

12/14（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

12/21（日） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

12/28（日） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

1/1（木） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

1/2（金） 内科・循環器科 阿蘇ハートクリニック 0967-24-6262

1/3（土） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

1/4（日） 眼科 眼科  古嶋医院 0967-34-0008

1/11（日） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

1/12( 月 ) 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

項目 日時 場所 連絡先

消防団出初式 1 月 6 日（火）
午前 10 時開会 役場駐車場 総務課

0967-42-1112

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時～午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

乳児検診
1 月 7 日（水）

午後 1 時 15 分～
おぐに町民センター

町民課
0967-42-1113

1 歳 6 か月児検診 1 月 15 日（木）
午後 1 時 15 分～ おぐに町民センター

心配ごと相談 1 月 15 日（木）
午前 10 時～正午

福祉センター
りんどう荘 社会福祉協議会

0967-42-1501
さくら荘カフェ 1 月 16 日（金）

午後 1 時 30 分～午後 3 時 さくら荘

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

1 月 21 日（水）
午後 1 時～午後 4 時 30 分 役場会議室 福祉課

0967-22-8178

戸籍の窓

町の人口（10 月末現在）

世帯数　 1,887 戸

　男　　 1,789 人

　女　　 1,956 人

　計　　 3,745 人

（-11）
〈+10〉
（-6）
〈-27〉
（-9）  
〈-37〉
（-15）
〈-64〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）
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おくやみ申し上げます
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　　　　      　　　国の教育ローン
　　　　　　　　　（日本政策金融公庫）

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用
を対象とした公的な融資制度です。

■ご融資額
お子様 1 人あたり 350 万円以内

■金利 
年 2.85％
※母子家庭の方などは年 2.45％（令和 7 年度 6 月
2 日現在）

■ご返済期間
20 年以内

■お問い合わせ先
教育ローンコールセンター ☎ 0570 − 008656
または☎ 03 − 5321 − 8656 、HP より

　　　　　　      　阿蘇の新規就農希望者の募集

阿蘇の草原を活用した草原（放牧）を活用した
畜産経営を行う新規就農希望者（研修生）の募集
を開始します。
※今回は繁殖牛及び肉用牛経営が対象

就農を目指す研修生には、農家での技術研修に
加え、畜産関係機関が連携した支援・研修を実施し、
就農までの道のりを手厚くサポート致します。

■お問い合わせ先
阿蘇地域振興局
農林部農業普及・振興課 
☎ 0967 − 22 − 0622

　　　　      　　お子様の無断課金に注意

　最近、スマホやタブレット、オンライン通信が
できるゲーム機器でのゲームや推し活に夢中に
なったお子さんが、保護者の知らないうちに高額
課金してしまうケースが見られます。ご家庭で使
い方のルールを話し合い、設定やパスワードの管
理などを見直してみましょう。

■お問い合わせ先
南小国町消費生活相談窓口
または熊本県消費生活センター
☎ 096 − 383 − 0999

　　　　　　    令和 7 年度　小・中学生　プレゼンテーション大会

　小・中学生が町づくりを提案します。多くの皆様のご来場をお待ちしています！

令和 6 年度 小・中学生 プレゼンテーション大会より
市原小学校 佐藤 せりか さん

「150 年のはたをつかって」
市原小学校 150 周年を記念して旗を作っていただき
ましたが、来年は使えないことに気づきました。
そこで、旗を別のものに作り変えて、そのままでは使
えないものも、新たな形で使えることを伝えました。

■日時 令和 8 年 1 月 31 日（土） 午前 9 時から
■場所 役場 きよらホール
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  　　　　　　　　  　　一般照明用
　　　　　　　　  蛍光ランプの製造廃止

　2027 年末までに、一般照明用蛍光ランプの製
造が段階的に廃止されます。同形状のＬＥＤ照
明に交換することで対応可能な場合もあります
が、切替工事が必要となる場合もありますので、
計画的な更新をお願いします。
　ただし、製造が廃止になっても、すでに使用
中の製品の継続使用、廃止日までに製造された
製品（在庫）の売買及び使用は禁止されません。
蛍光ランプの種類ごとの廃止時期は

　蛍光ランプ　製造　廃止　で検索

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

お知らせ
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  にしこうじ　　　みより

穂野香さん母

※希望者のみ掲載

誕生日おめでとう！
可愛い笑顔にいつも癒されています。
沢山食べて沢山遊んで大きくなってね！

▲マゼノ渓谷 ▲マゼノ渓谷

▲マゼノ渓谷▲馬場の大イチョウ

▲黒川温泉街 ▲黒川温泉街

　秋を感じられる日が少なくなった今日このごろですが、11 月中旬から朝晩の気温が

下がり、町内各地で木々が色づきました。色鮮やかなカエデやクヌギ、イチョウなどが、

今年も里山に心安らぐ秋の景色を見せてくれました。




